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した論文を除く 5 論文であった 8-12）．5 論文の
文献テーブルを表 1 に示す．5 論文の研究デザ
インは全て横断調査であり，調査方法はアン
ケート調査であった．5 論文中 1 論文は 8），実
習期間の前半を CCS で指導し，後半を従来型
で行った研究であった．5 論文中 1 論文は 11），
CE60 名を対象に調査を行っていたが，自由記








記載が 3 論文で認められた 9-11）．3 論文中 2 論
文は 9,10），CE の自由記述による回答をそのま
ま提示しており，対象者全体に占める回答者の







記載が 3 論文で認められた 9-11）．3 論文中 2 論
文は 9,10），CE の自由記述による回答をそのま
ま提示しており，対象者全体に占める回答者の






「CE の負担が増加する」との記載が 3 論文
で認められた 8,10,11）．3 論文中 1 論文は 8），20
名中 8 名（40.0%）が CE の負担が増加すると
の回答を認めた．3 論文中 1 論文は 11），「学生




























































「CE の負担は軽減する」との記載が 4 論文

















た．一方で，CE が考える CCS の有効性とし
て，「学生が患者の全体像を把握しやすい」と












































が考えられた．CCS は，学生が CE の助手と
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が多く 1），CE の指導方法によっては，CCS を
導入することで負担が増加する部分と，負担が
減少する部分が認められる可能性があると考え






文中 4 論文で対象数が 20 名以下であり 8-10,12），
CE が考える CCS の問題点に関する回答は，
アンケート調査の自由記述によって得られた研
究が多かった．そのため，本研究では，どれほ
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Abstract
The purpose of this literature review was to clarify the issue of clinical clerkship on clinical 
practicum of rehabilitation professionals in Japan. The authors searched Centra Revuo Medicina 
Web and Medical Online. A literature review was conducted using the search term“Clerkship” 
OR  “"On the Job Training” AND “Clinical Practicum”. In total, 215 studies were identified and 
5 studies were selected and analyzed. The issue with the clinical clerkship were "It was difficult 
for students to understand the patients", "It was difficult for clinical educator to understand the 
students' level of understanding”, "The burden on clinical educator increased”. The instructors 
in the training institutions for rehabilitation professionals need to analyze the issue of clinical 
clerkship and take their action.
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